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１．はじめに
　本稿は，保育士・幼稚園教諭を養成する２年間の
保育者養成における保育実践力を高めるための体系
的なカリキュラムの構想を目的としたもので，「保
育者の力量形成を促すカリキュラムの検討（Ⅰ）－
学生の部分指導計画立案の習得過程から－」の継続
研究である。（Ⅰ）においては，短大１年４月から
１年３月までの養成１年目に学生が学ぶべき保育理
論や指導計画の立案方法に関する知識・技能をどの
ような学習プロセスで学ぶかについて論じた。本稿
では，学生の１年次の学習内容を踏まえ，２年次の
学びに焦点を当て，２年４月から２年11月の幼稚園
実習終了までの学生への効果的な学習プロセスにつ
いて検討した。特に，保育所実習や幼稚園実習で作
成する部分指導案や日案の書き方，実習日誌の書き
方の習得について，１年次の学生の習得上の課題面
を踏まえ，学生の学習過程を考察した。
　保育者養成校における学生への指導計画の書き方
や指導計画の様式の改善に関する研究は行われてい
るが，養成課程の学習内容を体系的に検討した研究
は見当たらない。それゆえ，養成校における指導計
画や日誌等の保育記録の書き方指導を通した保育実
践力を高めるカリキュラムの検討と構想を本研究の
目的とする。
２．研究方法
　本学保育学科のカリキュラムを見直し，保育士養
成課程・幼稚園教諭養成課程科目の学習内容やその
科目で学習すべき内容・方法を考察し，どの科目に
おいて学生が保育学の知見を学習するかを検討す
る。次に，これらの科目のうち，何をどのように学
ばせていくのか，特に指導計画作成や保育日誌など
の保育の記録物の書き方指導の望ましいあり方につ
いて学生への授業実践を通じて分析する。さらに，
学生が本学２年間で作成する指導計画などの課題か
ら学生の習得状況をまとめ，学生への指導を強化す
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べき要点を明らかにする。
１）対象
　保育学科の１・２年次の学生を対象とし，２年間
における保育の専門科目のカリキュラムや授業内容
を分析した。本研究の対象としたのは，３年間分の
授業実践と指導計画などの学生への課題である。
２）分析方法
　研究方法は，学生に対する講義などの教育実践の
過程を振り返り，学生の保育に関する実践知の習得
状況とそれを踏まえた授業改善の過程をまとめたア
クションリサーチの手法をとる。また，学生の作成
した指導計画などの保育に関する記述物（レポート
課題）などの質的データから，学習の理解深化プロ
セスを追い，学生の記述から授業での保育学に関す
る知識の理解，思考過程，技能の習得の過程を明ら
かにするエスノグララフィーの手法を基盤とした質
的研究を行った。
３．保育者養成カリキュラムと学習内容
　短大２年間における学生の学習過程を踏まえ，次
の３つの時期に分類し（表１），その期間に学生が
習得する保育に関する知識・技能を分析することと
した。
表１．短大２年間における３つの教育段階
期 時期 指導計画の習得過程
第１期 短大入学～１年終了 指導計画の意味や書き方を理解する
第２期 ２年開始～２年11月幼稚園実習終了
実習で実施する指導計画を
作成できる
第３期 ２年11月～短大卒業 就職に向け，保育現場で作成する指導計画を理解する
　本稿では，第２期の指導計画の作成方法の習得の
時期について，２年開始～２年11月の幼稚園実習終
了までの学習過程について論じることとする。この
時期は，保育士資格や幼稚園教諭二種免許状取得の
ための必修科目である「保育者論」「教育実習指導」
「保育内容総論」「教育方法の研究」を短大で学ぶと
同時に，２年８月初旬から10日間の保育所実習と，
２年９月から２週間と２年10月下旬から２週間の計
４週間の幼稚園実習１）を通じて保育現場で実践的
に学ぶ時期である。これらの授業科目や実習中の学
びの過程において，保育の実践的な知識・技能を習
得するための授業内容や学生に課すレポート課題を
実習との関係から見直し，実習中の学びを高めるた
めの保育理論のさらなる理解と指導計画の作成の習
得を目的とした教育内容を考案した。本稿では，以
下の第２期の２年次の教育内容について考察する
（表２）。
表２．第２期の教育カリキュラム
【第２期】２年開始（２年４月）～２年幼稚園実習終了（２年11月）
　　　　 の目標
時期 ２年前期 ２年後期（11月まで）
授業科目
「保育者論」（必修） 「保育内容総論」（必修）
「教育実習指導」（幼教必
修）
「教育方法の研究」（幼教
必修）
教育目標
・生活と遊びを中心とした
保育を行う保育者の役割
と実際の子どもへの関わ
り方などの保育の実践方
法を理解する。
・多数のクラスの子どもを
保育者１人で保育する際
の個別理解と集団理解の
方法が分かり，幼稚園実
習で試みる。
・指導計画の書き方につい
て理解し，保育所実習や
幼稚園実習で，設定保育
の部分指導案や日案など
の指導計画が実際に書け
る。
・幼稚園実習において，設
定保育などの部分指導案
や遊びを中心とした日案
などの異なる種類，異な
るタイプの様式で実際に
指導計画が書ける。
　本学保育学科２年生の保育士・幼教必修科目であ
る「保育者論」「教育実習指導」「保育内容総論」「教
育方法の研究」の授業実践と学生に対する指導から，
授業科目を通じての学習内容を示し，その上で保育
者論のテスト，学生に課題として提出させた「集団
臨床としての保育の特質」のワークシートや「設定
保育の部分指導計画」「自己紹介の部分指導計画」「遊
びを中心とした日案」の課題レポートを使い，学生
の保育実践知に関する習得状況を分析した。
１）保育実践の知識の習得
　（1）保育理論の理解の深化
　保育学科の２年次のカリキュラムでは，２年前期
に「保育者論」が保育士資格・幼稚園教諭免許の必
修科目として位置づけられている。この授業の中
で，学生が教職の意義や保育者としての専門性を理
解し，実際に保育所実習や幼稚園実習で保育者とし
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て子どもたちに関わる際の保育実践技術を学ぶこと
を目標に授業を行った。
　達成目標は，保育者の役割や資質，保育の専門性
について理解する，保育者として子ども集団に関わ
る際の基本理論を習得する，多様な保育ニーズなど
の保育の実情を知る，の３点である。この中で，特
に以下の３つの内容を２年前期の時期に学生が理解
することが必要であると考えた。
①教職の意義，法令上の専門性の理解
　講義の中で，教職の意義や資格免許の観点からの
法令上の専門内容，保育所・幼稚園・認定こども園
などの制度の変革，幼児教育の目的と目標，学校教
育と幼児教育の違い，保育ニーズと保育の現代的問
題など，保育者として当然知っておくべき事項を，
１年次の「保育原理」の内容を踏まえてさらに高度
化して理解することを目的とした。
②保育者の子どもへの関わりの方法の理解
　１年次の「保育原理」で学んだ幼児教育の重要な
考え方や子どもへの関わりなどの保育理論を実際の
保育実践に結びつけるために，保育のビデオを計７
本見ながら，幼児教育の理解と子ども理解の方法，
保育の展開方法を解説した。特に岩波映像出版の新
規採用教員研修用DVD「幼児とのかかわりを考える
シリーズ」を中心に視聴し，子どもを受容する関わ
りや子ども理解の方法，子ども同士のケンカへの対
処，遊び場面における保育の展開方法などを説明し
た。これは公立幼稚園に正規職員として採用された
新任教員用の研修DVDのため，新卒者がしてしまい
がちな望ましくない子どもへの関わり方の実際につ
いても解説し，自分が実習に出た際に意識するよう
に話した。
③保育の集団臨床の理解
　２年前期「保育者論」の授業において，小川博久
『保育援助論』の第５章「集団臨床としての援助の
特色」 ２）を題材に，学生がグループワークで内容を
読み込み，発表する授業を行った。短大２年次の学
びでは教員から教えられた知識を吸収するだけでは
なく，筆者の意図していることや趣旨を学生が文章
から自主的に読み取る学習も大切であると考えてゼ
ミ形式の授業を取り入れた。この中で，学校教育と
幼児教育における教育目的や教育方法の違い，幼児
教育の教育方法上の特質，実際に保育を行う際に個
別理解と集団理解の関連性について学生が主体的に
学ぶことを目的に授業を行った。
　また，９月の２週間の幼稚園実習終了後の10月に
は，子どもたちの遊びの様子や保育者の援助方法の
実際が経験上分かり始める時期であるため，２年後
期「教育方法の研究」の中で，小川博久『保育援助
論』の第６章「全体把握と個の援助の関連」 ３）を読
み，10月最終週から始まる後半の幼稚園実習に向け
て，全体把握と個別理解の両立を実行できるように
授業の中でグループワークを行い，保育実践の理解
をさらに深められるようにした。
（2）指導計画の作成に関する理解
　２年次の「教育実習指導」は，幼稚園実習前の事
前指導を行う授業であるが，この中で，図１.文科
図１．文部科学省.指導計画の作成の具体的な手順
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省の指導計画の作成の手順４）から指導計画に盛り
込むべき項目を確認し，主に指導計画の書き方を全
員が習得することを目指した。特に，保育の一部分
を担当する「部分指導案」について，保育所用と幼
稚園用の２通りの書き方で書けるように指導した。
　「教育実習指導」での保育の文書作成に関する目
標は，実習日誌などの文書の書き方を理解する，部
分指導案や日案などの書き方を理解し，指導計画を
立案する力を身につける，の２点である。その中で
以下の３つの内容を学生が理解することが必要であ
ると考えた。
①幼児理解を柱とした実習日誌の書き方の理解
　幼稚園実習では，毎日実習日誌を記述し提出する
ことが必須となるが，その実習日誌の書き方につい
ては，先輩の幼稚園実習時の日誌を解説しながら書
き方の要点を説明した。
　幼稚園実習の日誌は，本学では図２のように，左
側に１日の保育の流れを大まかに書き，右側に自由
記述で，子どもの活動や保育者の指導内容を具体的
に書く様式にしている。その理由は，幼稚園での実
習においては，幼児一人ひとりの興味・関心や子ど
もの特性，発達過程などの個人差や，子ども同士の
関係性，遊びや生活の展開など，実態をありのまま
に具体的に記述する能力が求められるからである。
幼児理解を20日間の実習で深めることができるよう
に自由記述欄を大きくとり，保育現場の中の子ども
や保育者のどの部分に着目して記録をとったかとい
う実習生自身の着眼点も自覚できる様式にしてい
る。保育を記録する力が，保育現場を理解する力や
指導計画を立案する力につながってくるので，子ど
もや保育者，環境の構成など，様々な視点を具体的
に記述するよう学生に指導した。
②保育所実習における指導計画の書き方の理解
１年次の「保育課程論」の授業においては，保育課
図２．幼稚園実習における実習日誌の様式（Ａ３）
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程や教育課程などのカリキュラムについて学び，そ
れを踏まえた指導計画の書き方を理解できるように
するとともに，１年次の最終課題では，２年次夏の
保育所実習で行う部分指導案を考え，指導計画の様
式で書く課題を出した。それを踏まえ２年次の「教
育実習指導」では，１年次に学生が書いた部分指導
案の直しをフィードバックするところから始め，学
生の書き方の上で不十分であった「ねらいと内容」，
「保育者の指導・援助，留意点」の部分について，
講義の中でどう書き直せばよいかを具体的に学生に
添削させ，書き方の誤りの自覚化とよりふさわしい
記述ができるようにした。
　③幼稚園実習における部分指導案の書き方の理解
　幼稚園実習での指導計画の書き方については，現
職の幼稚園教諭が書いた部分指導案（おべんとうの
指導計画）を参考に，記述方法から指導計画に盛り
込む内容を説明した。特に，「ねらい」と「内容」
の書き方の違いの理解や，保育者の指導・援助の書
き方について，適切な表記の仕方を例示しながら説
明した。また，先輩学生が幼稚園実習中に実際に書
いた部分指導計画を参考に，指導計画に含めるべき
項目を確認し，表記の仕方などの適切な記入方法に
ついて解説した。
　④幼稚園実習における遊びを中心とした日案の書
き方の理解
　幼稚園実習における日案については，現職の幼稚
園教諭が書いた４歳児学年の日案を参考に，記述の
仕方から指導計画に盛り込むべき内容について説明
した。特に，ねらいと内容の書き方の違いについて
や，保育者の指導・援助の書き方について，適切な
表記の仕方を例示しながら説明した。また，２年次
10月の後期授業「教育方法の研究」の中で，過去の
先輩学生が課題で書いた遊びを中心とした日案の書
き方を３例示し，遊びの実態と保育者の援助の箇所
を，環境図の中で示す書き方について理解できるよ
うに解説した。
２）指導計画の立案を通じた保育技術の習得
　保育所実習では，実習生が実習１日を担当する責
任実習を行う園が多く，日案を作成することが実習
の最終目標になるが，幼稚園実習の場合，１日の保
育をすべて任されることは少なく５），責任実習でも
１日の一部分を担当する形で部分指導案を作成する
ことが最終目標になる場合が多い。実際には主に30
分～１時間程度の設定保育を任させるケースが多
く，その１時間あまりの保育の計画を部分指導案の
中で詳細に綿密に立案することが求められる。その
ため，部分指導案の書き方は，子どもの実態やねら
いと内容，活動の意義や教材観，活動の内容，指導
上の配慮点などを，別紙に分量も多く記述する形を
とっている（図３）。学生には，松江市や出雲市の
公立幼稚園の園内研修会で書かれる指導計画の様式
を用い，学生もこの様式で部分指導案が書けるよう
に，先輩の書いた指導案を参考に書き方を説明した。
その上で，実際にその形式の部分指導案を２回，教
育実習指導のレポート課題として学生に書かせた。
指導案は全員分添削し，授業の中で指導案の修正点
を解説し，全員の学生が幼稚園実習開始前までに，
部分指導案が書けるように指導した。
（1）「自己紹介の指導計画」の立案
　「自己紹介の指導計画」とは，９月の幼稚園実習
開始後の配属されたクラスにおいて，実習生自身
を印象づけるために子どもたちの前で披露したり
伝えたりする内容を含む自己紹介の指導案のこと
で，学生が実際に幼稚園実習中に実施する指導案で
ある ６）。学生には，自分の得意なことや伝えたいこ
とを案に盛り込み，子どもたちに自分を知ってもら
うこと＝自己紹介を柱として内容を考え，それに必
要な準備物や保育の展開について15分～20分程度で
実施する内容を立案させた。指導案の添削では，自
己紹介の趣旨に合った内容が構想できているか，限
られた時間内に自分の考えたことが構成できている
か，実施するための保育の環境や準備物と，保育者
の関わりや言葉かけなどの保育者の指導・援助はふ
さわしい内容になっているかなどを学生が書いた指
導案から指摘しながら，指導計画の修正点を具体的
に説明した。また，指導計画に盛り込まねばならな
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い項目や，それぞれの項目が適切に記述できている
かを学生に確認させた。
（2）「設定保育の指導計画」の立案
　幼稚園実習前の最終の指導案作成として，幼稚園
実習で行う３・４・５歳児の設定保育の部分指導計
画の立案を課題とした。指導計画には，９月中に実
際に配属されるクラスについて立案するため，子ど
もの発達や実施する季節，クラスの人数や子どもの
興味・関心に配慮して計画を構想するように指導し
た。時間は30分～１時間程度の活動で，実習生が準
備できる範囲の活動で，実際に子どもが興味を持っ
て取り組める活動や，自分なりに工夫した活動，今
までクラスで取り組んできた活動の延長上に位置づ
く活動を考えるようにした。
（3）「遊びを中心とした日案」の立案
　２年次10月の後期授業「教育方法の研究」におい
て，９月の前半２週間の幼稚園実習終了後の中間指
導を行った。授業の中で幼稚園実習中に保育現場で
日誌や指導計画の書き方について指導を受けたこと
を文章にまとめ，それを学生全員の前で発表して他
園の指導方法も知る機会を設けた。その上で，子ど
もの記録のまとめ方や指導計画の表記上の注意点な
どを学生間で共有化した。
　また後半の幼稚園実習に向けて，先輩が書いた日
案を参考にしながら，９月の幼稚園実習で配属され
たクラスの子どもの日案を書く課題を出した。この
日案は，遊びを中心とした指導案の様式のもので，
日案の最初に「子どもの実態と保育者の願い」を記
述し，クラスの傾向，好きな遊びへの取り組みと友
達とのつながり，生活習慣・当番活動など，クラス
の子どもたちの姿とその姿から導き出される子ども
たちに対して保育者が持つ願いを分量も多く書くよ
うにし，子どもの実態や保育者の願いに基づいたね
らい及び内容を書くように指導した。また，保育の
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　図３．幼稚園実習における指導計画の様式（Ｂ４）
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展開については，幼児の活動や生活の流れ，保育者
の援助・留意点に合わせて，遊び場面における「環
境の構成及び幼児の活動，保育者の援助」を図示す
る様式で日案を書かせた７）。
４．結果と考察
　以上のように保育実践や指導計画に関する講義を
具体的に行った上で，学生が実際に実習を想定した
指導計画を書く課題を何度も取り入れた。
１）結果
　（1）前期授業における保育実践の知識の習得状況
　２年前期の「保育者論」の授業では，前期15コマ
の授業終了後に筆記試験を行った。試験は，持ち込
み不可で，保育所保育指針や幼稚園教育要領の穴埋
め問題や，保育者としての役割や責務，保育の考え
方を文章で説明する記述式のテストを行った。成績
は，年度によって多少の違いはあるが，平均点は約
65～80点であり，保育者に必要とされる姿勢や知識
をほぼ２年前期終了時に最低限は身につけている状
態であった。また学生からの授業評価から，小川の
文章の理解が難しいという声も挙がるため，難しい
文章を読みやすくするためのヒントとして文章の各
節に数項目，読み取りやまとめのための視点を質問
事項で示し，学生がその答えを見つけながら読み込
んで趣旨を理解できるようにした。授業評価からみ
る学生の授業の満足度は７～８割の学生でために
なったとの評価であったので，保育所実習や幼稚園
実習で学ぶための素地を身につけるという目標は達
成できたと思われる。
（2）前期授業における部分指導計画立案の習得状況
　１年後期の「保育課程論」の授業で指導計画の書
き方の原則を理解し，「絵本の読み聞かせの指導計
画」と「保育所実習における８月の部分指導計画」
の立案課題で指導計画の書き方を大まかに学生が理
解できるようにした。２年前期の「教育実習指導」
では，学生に部分指導案を２回書く課題を出し，学
生の書いた指導計画を授業の中でフィードバックす
ることにより，学生もつい書いてしまいがちな間違
いに気づき，その結果よりふさわしい表記ができる
学生が増加した。しかし，指導計画の立案と書き方
について２年次でも記述上困難な箇所が明らかと
なった。その点は以下の４点である。
①「ねらい」や「内容」のふさわしい表記方法
　学生の作成した指導案を見ると，ねらいは子ども
を主語にしながら，短く，箇条書きにするという原
則を理解してねらいや内容を書けるようにはなった
が，幼稚園教育要領などのねらいや内容をまる写し
した書き方や，ねらいや内容として意図しているこ
とが言葉でうまく表現できていないもの，活動の実
態と合致していない大きなねらいになっていたりす
る学生がいた。そこで，現職の幼稚園教諭が書いた
指導案に挙げられたねらいや内容を見直し，よりふ
さわしい表記方法を様々な例を示しながら何度も理
解させた。
②「ねらい」と「内容」の書き分け方
　小学校などの指導計画においては，通常，学習指
導案に「ねらい」しか書かないが，保育所・幼稚園・
認定こども園では，指導案に「ねらい」とともに「内
容」を書くことが多い。
　ねらいや内容の書き方については，幼稚園教育要
領や幼保連携型認定こども園教育・保育要領に簡単
に記載されている８）が，ねらいや内容をどう書き
分ければよいかについては，２年前期の「保育者論」
の具体的な保育の展開の授業で解説した。その中で，
ねらいは，この活動を通じて子どもたちに楽しんで
ほしいこと，味わってほしいこと，身につけてほし
いことなど，この活動を通じて達成するべき「めあ
て」やこの活動を通じてねらうものを子どもの心情・
意欲・態度の面から記述すること，内容は，ねらい
を達成するために子どもが経験することや活動など
を具体的に書くことと説明し，教育要領や保育指針
を何度も参照しながらねらいと内容の書き分け方を
学生が理解できるようにした。さらに，ねらいと内
容は項目を対応させて書くという原則が理解できて
いなかったため，学生が複数挙げているねらいと内
容のどれが対応しているのか，この内容を行う中で
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このねらいを達成するというように，ねらいと内容
の間のつながりを意識するよう説明した。
③ ｢保育者の指導・援助，留意点｣ の表記方法
　１年次のように，保育者の行動をかぎかっこでく
くったセリフを書き並べる学生は見られなくなった
が，セリフを保育者の行動・発言として言い表すこ
とが難しい学生もいた。また，保育者の行動の欄に，
「・・・する」などの行動をずらずらと書き並べる
学生は減ったが，まだ保育者の行動が羅列傾向の学
生や，保育者の行動の意図や理由が書けない学生も
いた。
　セリフを書かない理由は，セリフを忘れた際に展
開が分からなくなること，セリフで書くと子どもの
予想外の行動や発言に対応できないため，活動の大
まかな流れを書いておき，臨機応変に対応できるた
めに保育者の行動や発言の概略を記述するように説
明した。またこの欄には，子どもがその意図を理解
した上で自主的・主体的に行動できるようにするた
めの「保育者の行動の意図や理由」を書くように何
度も話した。保育者の行動の書き表し方や保育者の
意図の書き方についは，現職保育者が書いた指導計
画を具体的に参照しながら表記方法を示し，文章表
現のバリエーションが増えるように保育者の援助と
留意点の書き方について見直しをさせた。
④子どもの発達や実態に合わせた活動の具体化
　学生に自己紹介の部分指導案と，設定保育の部分
指導案の２本の指導計画を書かせたが，自己紹介の
部分指導案については，自分の得意なことや自分の
伝えたいことを念頭に計画を立てたもので，その活
動内容が配属されたクラスの年齢や発達に合致して
いるのか，子どもたちが理解したり楽しんだりでき
るものなのかについては学生が分からないまま立案
している状態であった。また，設定保育の部分指導
案についても，季節を考慮した活動や学生自身が子
どもたちとしてみたい活動を取り上げているため，
子どもの発達や興味関心に合致するかは分からない
状態であった。計画には，明らかに簡単すぎる・難
しすぎる活動計画もあれば，実習中にクラスの実態
を見ながら修正できる活動計画も見られたが，その
点については，幼稚園実習で実際にクラスの子ども
たちに実践してみた上で活動内容の妥当性を確か
め，学生が実際に実践した上で日誌等に分析・考察
するように話した。
（3）後期授業における日案作成の習得状況
　２年次10月の後期授業「教育方法の研究」の中で，
後半の幼稚園実習に向けて，遊びを中心とした日案
を９月の幼稚園実習で配属されたクラスの子どもを
想定して書く課題を出した。ここでは，子どもの実
態と保育者の願いを，子どもの遊びの様子や友達と
のつながり，クラスの傾向，生活や当番活動などの
活動を中心に記述するようにさせたが，学生の書い
た日案を見ると，子どもの様子を上記の視点から他
者にも分かるように表記し，分量的にも適切に書け
る学生が多数であった。また，幼児の活動や保育者
の援助，環境構成についても，遊びの実態と子ども
たちの活動の様子を踏まえて書ける学生が多かっ
た。このことから，実習で配属されたクラスの子ど
もの姿を生活や遊びの場面から捉えた上で，保育者
が願いやねらいをもって保育を実践すること，その
ために必要な環境構成を行うといった保育行為の一
連の所作が短大の授業や課題レポート，幼稚園実習
を通じて身についていることが分かった。
（4）幼稚園実習終了後の実習日誌の記述についての
習得状況
　本学の幼稚園実習日誌は，図２のようにA3サイ
ズで他大学に比べて分量も多いが，毎日，学生が実
習中に子ども個人の様子や子どもグループの遊びや
グループ活動，クラス全体の集団活動などの子ども
の実態を具体的に書くうちに，学生の中に子どもを
見る意識や視点が身につき，どの学生も４週間の実
習終了時には子どもたちのエピソード記録がまとめ
られるようになっていることが分かった。そのこと
は，後半の幼稚園実習前に短大で，幼稚園実習の前
半に配属されたクラスを想定した９月の日案を学生
に課題として書かせた際も，子どもの実態やその実
態に対する保育者の願いや思いを全員の学生がB4
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サイズの用紙１枚以上に記述できるようになってお
り，幼稚園実習の日誌の記述を通して学生が幼児理
解を深めていることがうかがえた。
（5）幼稚園実習終了時の部分指導案の習得状況
　４週間の幼稚園実習の中で学生が作成した部分指
導案を見ると，上記の指導計画上の課題であった①
②③の３点については，学生により多少の差はある
が，おおむね大半の学生がそれなりに書けるように
なっていたが，④については，どの学生も未熟で不
十分であった。④の子どもの発達を踏まえた活動の
難易度については，例えば３歳児でできる鬼ごっこ
と5歳児が楽しめる鬼ごっこはどのようなものかが
分からず，その鬼ごっこも初めて取り組む場合，ど
のくらいの説明時間が必要か，何回ぐらい繰り返す
のがふさわしいのかについて，子どもの発達から予
想することが困難であった。④の視点については，
子どもに関わる経験の少なさからくる子どもの実態
や発達の理解の浅さに起因する事項なので，学生が
卒業後に保育者として職場で働く中で高めていくこ
とが望まれる事項であると分かった。
２）考察
　２年生の授業では，保育者としての役割や職務を
理解し，１年次で学んだ保育の基本を実際の保育の
様々な場面で具体的に実行するにはどのようにすれ
ばよいかについて，保育実践ビデオを見ながら理解
することを行った。次に，幼稚園実習における実習
日誌の書き方で，子ども個人や子ども集団の姿を的
確に捉え，子どもと保育者の保育記録をきちんとま
とめられること，子ども個人や子ども集団に対する
育ちの部分と課題点を見極めながら保育者が子ども
に指導・援助を行うといった保育実践の循環プロセ
スを解説した。さらに，遊びや生活の場面で，保育
者が子どもたちに対してどのような関わりをすると
よいかを，小川の保育援助論を読み深める中で理解
していった。これらの講義や演習の中で，学生は子
ども理解の重要性と，子ども理解に基づいた保育者
の指導・援助や環境構成を行うことを確実に理解し
ていることが明らかとなった。このことは，幼稚園
実習中に学生が記述した実習日誌の積み重ねや指導
計画の立案の過程からも深まり，子どものエピソー
ド記録が書けたり，遊びを中心とした日案が作成で
きることにつながったと思われる。
　また，部分指導案や日案などの指導計画を学生が
実際に書く過程を通して，現職者が書く指導案の水
準に近づけるように，修正点などをフィードバック
しながら理解を深めるようにした。１年後期から学
生は部分指導案の書き方を学び，幼稚園実習終了ま
での約１年間の中で部分指導案や日案を書く機会を
計５回持つようにしたが，その結果，大半の学生が
原則に則った形で体裁を保って指導計画を書ける水
準に達していることが分かった。しかし，そのレベ
ルに達するまでには，①ねらいや内容のふさわしい
表記方法，②ねらいと内容の書き分け方，③保育者
の指導・援助，留意点の表記方法については，何度
も誤りを学生にフィードバックし，具体的に書き方
や表記方法を説明することで習得できることが分
かった。一方，④子どもの発達や実態に合わせた活
動の具体化については，実習段階では獲得できるレ
ベルのものではなく，学生が就職後，保育現場に出
た際に今後も高めていく必要性のある課題点である
ことが明らかとなった。
５．おわりに
　短大２年間のうちの幼稚園実習終了後までの２年
次の間に，学生が保育者として獲得しなければなら
ない知識・技能について学生の習得・成長過程を踏
まえて授業実践を行った。その際，１年次に学んだ
内容からステップアップするように授業内容を高
め，学生が指導計画の書き方を習得できるように学
生が取り組む課題などの指導方法を検討した。その
結果，図４のように保育者養成校で，教職の意義の
理解や保育の指導法，指導計画の立案方法の理解と
立案力を学生が身につけた上で実習に出かけ，幼稚
園実習で実際のクラスの子どもの実態や保育者の指
導について実習日誌に記述したり指導計画を立案す
る中で，保育現場で通用するより確かな実践力が身
につくことが明らかとなった。養成校での保育の指
導法や指導計画の立案などの保育実践につながる学
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びが，幼稚園実習をより具体的に深く学ぶ機会にす
ることができること，その実習での学びを踏まえ，
さらなる保育文書の記述力の向上や保育原理・保育
学の深化へと結びつけることの重要性と養成校での
振り返りの必要性が明らかとなった。今後は，第2
期の学生の学習過程と学びの課題点を踏まえ，第3
期の教育方法についても検討していきたい。
注・引用文献
１）本学における実習は，「保育実習Ⅱ」として２
年次８月に10日間の保育所実習を，「教育実習」
として２年次９月と11月に計４週間の幼稚園実習
を行っている。教育実習は週単位で実習期間を設
定するが，近年，週休二日制や祝日の増加により
幼稚園実習の出勤日数が減少していることから，
本学では４週間以上実質勤務が20日以上になるよ
うにし，実習での学びが薄くならないように配慮
している。
２）「集団臨床の理解」は，小川博久『保育援助論』
生活ジャーナル，2000年，121-143頁を参照。
３）「全体把握と個の援助」は，小川博久『保育援助論』
生活ジャーナル，2000年，145-166頁を参照。
４）文部科学省『幼稚園教育指導資料第１集 指導
計画の作成と保育の展開』フレーベル館，2013年，
29頁
５）幼稚園実習中の指導計画の実施状況については，
本学では４週間の実習中に１回は30分～１時間程
度の部分指導案を実施することを最低基準にして
いる。しかし，実習園によっては，４週間中計７
～８回の部分指導案を行う場合や，実習終了前に
日案を書き，１日指導を任される学生もいるなど，
園により指導に幅があるが，指導計画の立案と実
施については個々の実習園の方針に従い実施して
いる。
６）学生が書く部分指導案は，実習中に先生がして
いた活動や保育教材の参考書から計画案を導き出
図４．「保育の実践知」に関する２年次４月～11月の学びのマップ
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す学生が多い。「自己紹介の部分指導計画」を立
てる意図は，クラスの子どもたちに自己紹介をす
る内容や，子どもたちが興味を持って主体的に参
加できる内容にするための活動案を考えるところ
から出発し，ねらいや実施案を練り上げていくボ
トムアップ方式での計画を考える経験を学生にさ
せるためである。また，15分～20分程度の自己紹
介指導案は，帰りの会や集まりの時間に実際に実
習で実施しやすい内容であることから学生への課
題に取り入れている。
７）学生に課題として書かせた１日の生活の流れを
示した遊びを中心とした日案とは，文部科学省『幼
稚園教育指導資料第１集　指導計画の作成と保育
の展開』フレーベル館，2013年，84～85頁の様式
の書き方である。
８）幼稚園教育要領や幼保連携型認定こども園教育・
保育要領では，第２章に「ねらい及び内容」とい
う項目があり，教育の５領域別のねらいと内容が
示され，保育所保育指針では，第３章に「保育の
内容」という項目があり，ねらいと内容の説明が
書かれている。
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